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は
じ
め
に

東
京
国
立
博
物
館
に
は
、
勝
田
竹
翁
︵
陽
溪
と
も
。
生
没
年
不
詳
︶
が
万
治
四
年

︵
一
六
六
一
︶
に
描
い
た
︽
孔
子
・
顔
子
・
曽
子
像
︾︵
以
下
、
東
博
本
と
略
記
。
図

１
︶
が
所
蔵
さ
れ
る
。
儒
学
の
祖
で
あ
る
孔
子
︵
前
五
五
一
︱
前
四
七
九
︶
と
そ
の

弟
子
の
顔
子
︵
前
五
二
一
︱
前
四
八
三
か
︶、
曽
子
︵
前
五
〇
五
︱
前
四
三
六
︶
が

描
か
れ
て
い
る
東
博
本
は
、
詳
細
な
調
査
が
長
ら
く
の
間
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

執
筆
者
は
以
前
、
こ
の
東
博
本
に
つ
い
て
の
報
告
を
行
い
、
本
図
は
竹
翁
作
品
の

中
で
も
、
後
述
す
る
︽
曽
我
物
語
絵
巻
︾︵
米
国
・
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
、
万
治
三

年
︶
と
と
も
に
、
制
作
年
が
明
ら
か
な
極
め
て
貴
重
な
作
品
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

た１
。
保
存
状
況
は
良
好
で
あ
り
、
そ
の
図
様
的
特
徴
か
ら
も
然
る
べ
き
場
所
に
奉
納

さ
れ
た
後
、
厳
重
に
管
理
さ
れ
、
孔
子
を
祀
る
儀
式
・
釈
奠
等
の
機
会
に
の
み
開
帳

さ
れ
た
礼
拝
像
で
あ
る
と
見
な
し
た
。

筆
者
で
あ
る
勝
田
竹
翁
は
、
江
戸
時
代
前
期
、
特
に
明
暦
期
か
ら
寛
文
期
︵
一
六

五
五
︱
七
三
︶
頃
を
中
心
に
、
奥
絵
師
と
と
も
に
御
用
を
勤
め
た
、
狩
野
派
の
表
絵

師
・
勝
田
狩
野
家
の
初
代
で
あ
る
。
奥
絵
師
と
は
、
将
軍
に
御
目
見
え
が
可
能
で
、

旗
本
格
の
高
い
地
位
を
持
ち
、
幕
府
に
直
属
し
た
狩
野
家
の
絵
師
で
あ
る
。
一
方
、

表
絵
師
と
は
、
狩
野
家
の
分
家
筋
で
、
御
目
見
え
以
下
の
御
家
人
格
と
し
て
大
名
家

や
社
寺
等
の
御
用
を
勤
め
、
奥
絵
師
を
補
佐
す
る
も
の
で
あ
る
。

竹
翁
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
管
見
の
限
り
﹃
國
華
﹄
第
一
四
四
号
︵
一
九
〇
二

年
︶
で
の
無
名
氏
に
よ
る
︽
観
馬
図
屏
風
︾︵
細
見
美
術
館
蔵
︶
の
作
品
解
説
を
初

見
と
す
る２
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
河
野
元
昭
氏
や
榊
原
悟
氏
、
門
脇
む
つ
み
氏
ら
に

よ
り
事
績
の
検
討
や
作
品
紹
介
が
行
わ
れ
、
徐
々
に
再
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る３
。
し

か
し
、
そ
の
制
作
活
動
に
つ
い
て
は
、
竹
翁
を
取
り
巻
く
人
物
や
時
代
背
景
等
を
考

え
合
わ
せ
れ
ば
さ
ら
に
研
究
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
彼
の
画
業
を
知
る
上
で

も
、
制
作
年
が
明
ら
か
な
東
博
本
は
重
要
な
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
東
博
本
に
は
同
時
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
共
箱
が
あ
り
、
箱
蓋

表
と
蓋
裏
の
書
付
の
豊
富
な
情
報
か
ら
は
、
そ
の
制
作
の
背
景
を
窺
う
こ
と
が
で
き

る
。
本
論
で
は
、
こ
の
共
箱
に
記
さ
れ
た
内
容
か
ら
、
従
来
の
研
究
で
は
言
及
さ
れ

て
い
な
い
竹
翁
の
制
作
活
動
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

一
、
東
博
本
の
概
要

ま
ず
、
東
博
本
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
る
。
紙
数
の
都
合
上
、
図
様
の
詳
細
に
つ

表
絵
師
・
勝
田
竹
翁
の
御
用
に
つ
い
て 

　
　
　
《
孔
子
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い
て
は
以
前
の
拙
稿
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い４
。
材
質
は
絹
本
着
色
、
法
量
は
各

一
〇
七
・
五
×
四
〇
・
九
︵
㎝
︶
で
あ
り
、
中
幅
に
孔
子
像
、
右
幅
に
顔
子
像
、
左

幅
に
曽
子
像
を
配
す
三
幅
対
で
あ
る
。
款
記
は
、
孔
子
像
の
画
面
右
や
や
下
方
に

﹁
勝
田
陽
溪
竹
翁
謹
圖
寫
﹂、
顔
子
像
の
右
方
に
﹁
奉
納
先
聖
先
賢
像　

竹
翁
筆
﹂、

曽
子
像
の
左
方
に
﹁
萬
治
辛
丑
孟
春
壬
申　

竹
翁
笔
﹂
と
あ
り
、
顔
子
像
と
曽
子
像

と
で
は
﹁
筆
︵
笔
︶﹂
の
字
形
を
変
え
て
い
る
︵
図
２
︶。
印
章
は
三
幅
と
も
に
﹁
陽

谿
圖
畫
印
﹂
朱
文
円
内
方
印
、﹁
竹
翁
﹂
朱
文
方
印
が
捺
さ
れ
る
︵
図
３
︶。

曽
子
像
の
款
記
か
ら
、
東
博
本
の
制
作
は
万
治
四
年
と
わ
か
る
が
、
こ
の
年
は
四

月
二
五
日
ま
で
で
、
そ
の
後
寛
文
に
改
元
さ
れ
る
。
執
筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
、
道
釈

人
物
画
、
故
事
人
物
画
、
花
鳥
画
等
、
竹
翁
の
作
品
︵
真
筆
と
判
断
し
得
た
も
の
︶

を
二
〇
点
実
見
し
、
ま
た
他
の
絵
師
に
よ
る
模
本
は
五
点
、
文
献
や
写
真
で
は
五
四

点
の
作
品
を
確
認
し
て
い
る
。
し
か
し
、
東
博
本
ほ
ど
款
記
を
長
く
丁
寧
に
書
い
た

作
品
は
他
に
見
ら
れ
な
い
︵
表
︶。﹁
勝
田
陽
溪
竹
翁
﹂
と
姓
と
字
、
号
を
重
ね
、

﹁
謹
圖
寫
﹂
と
し
て
い
る
点
、﹁
先
聖
先
賢
像
﹂
と
い
う
画
を
﹁
奉
納
﹂
す
る
と
記
す

点
、﹁
萬
治
辛
丑
孟
春
壬
申
﹂
と
制
作
時
期
を
具
体
的
に
示
す
点
か
ら
は
、
竹
翁
が

非
常
に
厳
粛
な
態
度
で
こ
の
三
幅
対
の
制
作
に
臨
ん
だ
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
本

図
を
描
き
奉
納
す
る
こ
と
が
、
竹
翁
に
と
っ
て
非
常
に
名
誉
な
出
来
事
で
あ
っ
た
こ

と
が
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
款
記
や
印
章
、
後
述
す
る
図
様
的
特
徴
か
ら
判
断
し
、
東

博
本
は
竹
翁
の
真
筆
と
考
え
ら
れ
る
。

﹁
陽
谿
圖
畫
印
﹂
朱
文
円
内
方
印
は
︽
梅
竹
図
︾︵
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
︶︵
図

４
、
５
︶、︽
虎
図
︾︵
個
人
蔵
︶︵
図
６
、
７
︶
の
二
点
と
同
じ
で
あ
る
が
、
竹
翁
作

品
に
お
い
て
こ
の
印
が
捺
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い５
。
一
方
の
﹁
竹
翁
﹂
朱
文
方
印

は
、
他
に
︽
鬼
図
︾︵
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
蔵
︶︵
図
８
、
９
︶
や
︽
陶
淵
明

図
︾︵
愛
知
・
天
桂
院
蔵
︶、︽
富
士
・
三
保
松
原
図
︾︵
個
人
蔵
︶、
狩
野
長
信
の
子

で
あ
る
昌
信
、
清
信
と
の
合
作
︽
維
摩
・
龍
虎
図
︾
三
幅
対
︵
東
京
国
立
博
物
館

蔵
︶
の
う
ち
の
虎
図
と
、
現
在
ま
で
に
五
点
の
作
品
に
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
て
い
る
。

孔
子
は
他
の
二
像
よ
り
も
一
回
り
大
き
く
描
か
れ
、
孔
子
を
本
尊
、
顔
子
、
曽
子

を
脇
侍
と
す
る
三
尊
形
式
の
よ
う
に
表
さ
れ
て
い
る
。
孔
子
像
は
司
寇
冠
を
被
り
、

白
い
内
衣
の
上
に
薄
墨
色
の
燕
服
を
身
に
着
け
、
両
手
を
胸
前
で
組
む
姿
で
描
か
れ

る
。
頭
髪
、
髭
に
は
白
髪
を
交
え
、
表
情
は
視
線
が
や
や
下
方
に
向
き
、
威
厳
の
あ

る
様
子
で
あ
る
。

顔
子
像
は
頭
に
儒
冠
を
戴
き
、
そ
の
白
い
紐
を
顎
の
下
で
蝶
結
び
す
る
。
橙
色
の

内
衣
に
薄
水
色
の
儒
服
を
身
に
ま
と
い
、
袖
か
ら
は
拱
手
に
し
た
右
手
親
指
を
の
ぞ

か
せ
る
。
頭
髪
、
髭
に
は
所
々
に
白
髪
が
見
ら
れ
、
眉
や
目
が
つ
り
上
が
り
、
そ
の

表
情
は
見
る
者
に
独
特
の
緊
張
感
を
与
え
る
。
曽
子
像
は
顔
子
像
と
同
様
、
儒
冠
を

被
り
、
白
い
紐
を
顎
下
で
結
ぶ
。
白
い
内
衣
に
茶
地
の
儒
服
を
着
用
し
、
手
指
を
見

せ
ず
に
両
手
を
前
に
組
む
。
表
情
は
、
穏
や
か
な
が
ら
も
冷
徹
で
生
真
面
目
な
印
象

で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
像
は
、
共
通
し
て
色
数
が
抑
制
さ
れ
、
全
体
的
に
静
か
で
荘
厳
な
雰
囲

気
を
強
調
す
る
。
衣
服
や
冠
の
輪
郭
線
、
肥
痩
の
あ
る
衣
文
線
は
、
や
や
速
筆
で
引

か
れ
て
い
る
。
衣
文
の
墨
線
に
は
、
衣
服
の
色
よ
り
一
段
階
濃
い
色
を
重
ね
て
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
を
施
し
、
立
体
感
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
、
竹
翁
筆

︽
曽
我
物
語
絵
巻
︾︵
図
11
、
11
︶
や
︽
観
馬
図
屏
風
︾、︽
陶
淵
明
図
︾
等
に
も
顕
著

で
あ
る
。
ま
た
、
額
、
目
の
周
辺
、
頬
等
の
顔
貌
、
耳
朶
の
線
や
手
、
白
目
の
目

頭
、
目
尻
に
も
細
や
か
な
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
付
け
ら
れ
、
写
実
的
な
表
現
が
試
み

ら
れ
て
い
る
。
三
像
の
威
厳
を
伴
う
表
情
か
ら
は
、
儒
教
の
教
え
の
尊
さ
、
あ
る
い

は
先
聖
、
先
賢
の
聡
明
な
さ
ま
が
感
じ
ら
れ
る
。
三
幅
と
も
に
非
常
に
謹
直
な
様
子

で
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
竹
翁
の
作
品
の
中
で
も
特
別
な
意
味
を
持
つ
礼
拝
像

で
あ
る
こ
と
が
強
く
窺
わ
れ
る
。
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二
、
勝
田
竹
翁
の
御
用
お
よ
び
林
家
か
ら
の
制
作
依
頼

次
に
、
東
博
本
の
筆
者
で
あ
る
勝
田
竹
翁
に
つ
い
て
述
べ
る
。
竹
翁
の
伝
歴
は
、

﹃
古
画
備
考
﹄
や
﹃
國
華
﹄
第
一
四
四
号
に
掲
載
さ
れ
る
、
江
戸
時
代
後
期
の
勝
田

家
の
子
孫
で
、
経
師
を
職
業
と
す
る
勝
田
兼
三
郎
や
五
郎
左
衛
門
に
よ
る
﹁
由
緒

書
﹂
が
参
考
と
な
る６
。
す
な
わ
ち
、
竹
翁
は
名
を
定
則
、
貞
則
、
土
貞
︵
ひ
じ
さ

だ
︶
等
と
い
い
、
字
は
陽
溪
、
沖
之
丞
︵
隠
岐
之
丞
︶
と
称
し
、
竹
翁
の
ほ
か
、
翠

竹
庵
、
東
濱
等
と
号
し
た
。
伊
勢
に
生
ま
れ
た
が
、
先
祖
は
三
河
国
加
茂
郡
︵
現
在

の
愛
知
県
豊
田
市
、
み
よ
し
市
周
辺
︶
を
出
身
と
し
、
代
々
、
勝
田
兵
左
衛
門
を
名

乗
る
同
所
の
郷
士
︵
武
士
で
あ
る
一
方
、
村
落
に
土
着
し
て
農
業
を
営
む
者
︶
を
父

と
し
た
。

慶
長
一
八
年
︵
一
六
一
三
︶
切
米
二
〇
〇
石
と
二
〇
人
扶
持
を
賜
り
、
ま
た
、
幕

府
の
老
中
・
大
老
を
務
め
た
土
井
利
勝
︵
一
五
七
三
︱
一
六
四
四
︶
に
八
歳
で
召
さ

れ
、﹁
御
側
禿
﹂
あ
る
い
は
﹁
御
側
衆
﹂
と
し
て
勤
め
た
と
さ
れ
る
。
幼
少
期
よ
り

絵
を
描
き
、
国
宝
︽
花
下
遊
楽
図
屏
風
︾︵
東
京
国
立
博
物
館
蔵
︶
の
筆
者
と
し
て

知
ら
れ
る
狩
野
長
信
︵
一
五
七
七
︱
一
六
五
四
︶
よ
り
画
技
を
学
ん
だ
。
寛
永
七
年

︵
一
六
三
〇
︶
四
月
に
は
三
代
将
軍
家
光
︵
一
六
〇
四
︱
五
一
︶
の
﹁
御
部
屋
絵

師
﹂
を
命
じ
ら
れ
、
帯
刀
を
許
さ
れ
御
用
を
勤
め
た
。

竹
翁
の
弟
・
兵
左
衛
門
は
、
絵
師
で
あ
る
竹
翁
と
は
異
な
る
も
の
の
、
絵
に
関
す

る
幕
府
の
御
用
や
経
師
等
を
勤
め
た
。
将
軍
宣
下
や
代
替
り
等
の
際
に
は
、
将
軍
が

天
皇
や
公
家
に
渡
す
砂
金
袋
を
準
備
す
る
御
用
を
勤
め
、
ま
た
朝
鮮
人
が
来
訪
し
た

際
に
は
、
返
書
や
屏
風
制
作
の
準
備
等
の
御
用
も
担
当
し
、
代
々
そ
の
職
を
継
承
し

た
と
い
う７
。

こ
の
﹁
由
緒
書
﹂
は
竹
翁
と
そ
の
弟
の
事
績
が
掲
載
さ
れ
る
が
、
江
戸
後
期
の
狩

野
派
絵
師
で
鑑
定
家
で
も
あ
っ
た
菅
原
洞
斎
︵
一
七
六
二
︱
一
八
二
一
︶
に
よ
る

﹃
画
師
姓
名
冠
字
類
抄
﹄︵
国
立
国
会
図
書
館
蔵
︶
に
は
、
文
化
四
年
︵
一
八
〇
七
︶

勝
田
卯
兵
衛
に
よ
り
、
勝
田
家
初
代
・
竹
翁
お
よ
び
経
師
等
と
し
て
御
用
を
勤
め
た

二
代
目
か
ら
九
代
目
ま
で
の
経
歴
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
竹
翁
に
関
す
る
先
行
研
究

で
は
こ
の
記
録
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、﹃
画
師
姓
名
冠
字
類
抄
﹄
で
の

竹
翁
の
記
述
は
先
の
﹁
由
緒
書
﹂
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た

い８
。続

い
て
、
管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
、
竹
翁
が
勤
め
た
幕
府
の
御
用
を
年
代
順
に

追
っ
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
明
暦
元
年
︵
一
六
五
五
︶
徳
川
家
綱
︵
一
六
四
一
︱
八

〇
︶
の
四
代
将
軍
襲
職
祝
賀
の
た
め
に
来
日
し
た
、
朝
鮮
通
信
使
に
贈
呈
す
る
六
曲

二
〇
双
屏
風
に
お
い
て
、
狩
野
探
幽
︵
一
六
〇
二
︱
七
四
︶
ら
と
と
も
に
制
作
を
担

当
し
た
竹
翁
が
、
う
ち
五
双
と
い
う
前
例
の
な
い
量
を
制
作
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る９
。
ま
た
、﹁
厳
有
院
殿
御
実
紀
﹂
の
記
述
か
ら
は
、
万
治
元
年
︵
一
六
五

八
︶
閏
一
二
月
一
一
日
以
前
に
、
家
綱
が
竹
翁
筆
﹁
畫
馬
の
屏
風
﹂
を
所
蔵
し
て
お

り
、
大
老
・
酒
井
忠
勝
︵
一
五
八
七
︱
一
六
六
二
︶
へ
下
賜
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

る11
。さ

ら
に
、
万
治
二
年
再
建
の
、
江
戸
城
本
丸
御
殿
の
諸
室
の
障
壁
画
制
作
に
お
い

て
、
画
題
や
担
当
者
が
記
さ
れ
る
﹃
御
本
丸
御
坐
敷
并
御
廊
下
絵
様
之
覚
﹄︵
仙
台

市
博
物
館
蔵
︶
等
の
史
料
に
は
、
竹
翁
が
探
幽
ら
と
と
も
に
名
を
連
ね
て
お
り
、
他

の
絵
師
と
同
等
、
ま
た
は
そ
れ
を
上
回
る
数
を
描
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る11
。

他
に
、﹁
厳
有
院
殿
御
実
紀
﹂
の
記
述
に
よ
り
、
探
幽
と
、
同
じ
く
奥
絵
師
で
狩

野
宗
家
を
継
い
だ
安
信
と
と
も
に
、
寛
文
六
年
︵
一
六
六
六
︶
正
月
の
﹁
御
絵
始
﹂

の
た
め
に
登
城
し
、
家
綱
か
ら
安
信
と
同
等
の
俸
禄
を
賜
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る11
。

ま
た
、﹃
寛
政
重
修
諸
家
譜
﹄
大
久
保
忠
朝
︵
一
六
三
二
︱
一
七
一
二
︶
の
項
に
よ

れ
ば
、
延
宝
八
年
︵
一
六
八
〇
︶
四
月
二
七
日
家
綱
の
御
成
に
当
た
り
、
忠
朝
ら
三

人
の
老
中
が
饗
応
を
行
っ
た
際
、
狩
野
元
信
筆
﹁
耕
作
図
﹂、
探
幽
筆
﹁
曲
水
﹂、
尚
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信
筆
﹁
七
賢
﹂
と
と
も
に
、
竹
翁
筆
の
屏
風
︵
画
題
不
明
︶
を
家
綱
よ
り
下
賜
さ
れ

た
と
い
う11
。
こ
れ
ら
の
情
報
か
ら
は
、
竹
翁
が
狩
野
家
中
枢
の
絵
師
の
作
品
と
と
も

に
、
将
軍
ら
の
嗜
好
に
合
っ
た
作
品
を
残
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
林
羅
山
︵
一
五
八
三
︱
一
六
五
七
︶
以
来
、
儒
官
と
し
て
江
戸
幕
府
の
学

問
を
司
っ
た
林
家
と
、
狩
野
派
と
の
画
事
を
め
ぐ
る
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
す
で
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
が14
、
竹
翁
の
作
品
や
文
献
史
料
か
ら
、
彼
も
ま
た
林
家
の
御
用
を

多
く
勤
め
た
絵
師
の
一
人
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
べ
き
存
在
と
い
え
る15
。
例
え
ば
、

﹃
画
師
姓
名
冠
字
類
抄
﹄
に
よ
れ
ば
、
竹
翁
は
明
暦
元
年
六
月
中
旬
、
家
綱
に
近
侍

し
た
内
藤
忠
清
︵
一
六
二
一
︱
九
〇
︶
の
依
頼
に
よ
り
、
羅
山
と
そ
の
三
男
・
鵞
峰

︵
一
六
一
八
︱
八
〇
︶、
四
男
・
守
勝
︵
一
六
二
五
︱
六
一
︶
が
撰
じ
た
﹃
百
人
一

詩
﹄︵
百
人
一
首
の
中
国
詩
人
版
。
羅
山
撰
の
漢
魏
六
朝
三
〇
人
、
鵞
峰
撰
の
唐
四

〇
人
、
守
勝
撰
の
宋
三
〇
人
か
ら
成
る
。
内
閣
文
庫
蔵
、
写
本
は
跡
見
女
子
大
学
図

書
館
ほ
か
蔵
︶
の
肖
像
を
描
き
、
奉
納
し
て
い
る11
。

ま
た
、
鵞
峯
の
日
記
﹃
国
史
館
日
録
﹄
か
ら
は
、
寛
文
五
年
︵
一
六
六
五
︶
鵞
峯

の
依
頼
に
よ
り
、
林
家
に
蔵
さ
れ
た
朱
子
像
に
、
竹
翁
が
新
た
に
朱
子
学
の
道
統
を

示
す
黄
幹
像
、
真
徳
秀
像
を
描
き
加
え
、︽
朱
子
・
黄
幹
・
真
徳
秀
像
︾
三
幅
対
が

完
成
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
七
年
、
竹
翁
は
、
鵞
峯
の
子
で
二
四
歳
の
若
さ
で
早

世
し
た
春
信
︵
一
六
四
三
︱
六
六
︶
の
遺
像
制
作
ま
で
行
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る17
。こ

の
ほ
か
、
埼
玉
・
三
芳
野
神
社
に
は
竹
翁
筆
、
羅
山
撰
︽
三
芳
野
天
神
縁
起
絵

巻
︾
が
伝
来
す
る
等
、
竹
翁
が
林
家
か
ら
絶
大
な
信
頼
を
得
て
い
た
こ
と
が
窺
え

る
。
ま
た
、︽
神
農
図
︾︵
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
蔵
︶
や
、
そ
れ
と
は
構
図
の

異
な
る
狩
野
雅
信
の
模
写
作
品
︵
東
京
国
立
博
物
館
蔵
︶
が
現
存
す
る
こ
と
か
ら
、

中
国
古
代
の
聖
帝
の
一
人
で
あ
り
、
儒
教
と
も
深
く
関
連
す
る
神
農
の
図
を
竹
翁
は

少
な
く
と
も
二
点
描
い
て
い
た
と
判
断
で
き
る
。

幕
府
の
ブ
レ
ー
ン
で
あ
る
林
家
か
ら
た
び
た
び
御
用
を
請
け
た
竹
翁
の
画
業
に
お

い
て
、
当
時
の
政
治
や
思
想
に
重
大
な
役
割
を
果
た
し
た
儒
教
絵
画
と
い
う
ジ
ャ
ン

ル
は
、
大
き
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
竹
翁
は
、
林
家
か
ら
厚
い

信
頼
を
受
け
、
ま
た
画
力
も
認
め
ら
れ
、
儒
教
画
題
を
描
く
に
ふ
さ
わ
し
い
絵
師
と

見
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
江
戸
幕
府
作
事
奉
行
の
配
下
・
御
大
工
頭
で
、
江
戸
城
内
外
の
建
造
物

や
日
光
東
照
宮
等
、
将
軍
家
ゆ
か
り
の
社
寺
、
霊
廟
の
造
営
・
修
築
等
を
勤
め
た
鈴

木
長
常
︵
一
六
二
三
︱
九
六
︶、
長
頼
︵
一
六
五
五
︱
一
七
〇
五
︶
父
子
に
よ
る
日

記
﹃
鈴
木
修
理
日
記
﹄18

は
、
竹
翁
の
事
績
を
補
完
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
提
起

し
た
い
。
例
え
ば
、
寛
文
一
〇
年
九
月
二
五
日
に
は
、
長
常
が
竹
翁
︵
陽
溪
︶
宅
へ

食
事
を
振
る
舞
っ
た
こ
と
、
翌
年
正
月
一
〇
日
に
も
長
常
が
竹
翁
ら
に
馳
走
を
出
し

た
こ
と
、
同
年
五
月
二
二
日
に
は
長
常
が
竹
翁
を
訪
ね
て
い
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ

る19
。
竹
翁
の
存
命
期
に
書
か
れ
た
こ
の
日
記
か
ら
は
、
彼
が
幕
府
の
画
工
と
い
う
立

場
で
、
御
大
工
頭
・
長
常
ら
と
と
も
に
御
用
を
勤
め
、
ま
た
彼
ら
と
親
し
く
交
流
し

て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
竹
翁
は
、
奥
絵
師
に
準
じ
る
表
絵
師
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
活
躍
は
表
絵
師
の
中
で
も
突
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
中
で
も
、
鈴
木
長

常
の
日
記
に
見
ら
れ
る
、
長
常
と
竹
翁
そ
の
人
の
生
き
生
き
と
し
た
交
流
は
た
い
へ

ん
興
味
深
い
。
御
大
工
頭
に
と
っ
て
画
工
と
の
交
流
は
、
普
請
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
の
打
ち
合
わ
せ
や
人
間
関
係
の
構
築
等
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ

う
。次

に
、
東
博
本
の
共
箱
を
通
し
て
、
竹
翁
が
幕
府
の
中
枢
で
画
業
を
行
い
得
た
背

景
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
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三
、
東
博
本
の
共
箱
に
つ
い
て

東
博
本
の
共
箱
の
箱
蓋
表
に
は
、
金
字
で
以
下
の
書
付
が
あ
る
︵
図
11
︶。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
田
陽
溪
竹
翁　

奉
圖

　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
顔
子

　

三
幅
一
對　

先
聖
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
曽
子　

孔
子
像
、
顔
子
像
の
款
記
の
一
部
﹁
勝
田
陽
溪
竹
翁
﹂、﹁
奉
﹂、﹁
先
聖
﹂、﹁
像
﹂

が
箱
蓋
表
の
同
字
と
字
形
が
近
く
、
こ
の
書
付
は
竹
翁
自
身
の
筆
と
考
え
ら
れ
る
。

蓋
裏
に
は
朱
漆
に
よ
り
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
︵
図
11
︶。

　

萬
治
辛
丑
正
月
壬
申　

　
　
　

御
表
具　
　

牧
隆
元

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本
松
軒

　
　
　
　
　
　
　
　

片
山
源
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　

原
田
小
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　

長
曽
根
才
市

　
　
　
　
　
　
　
　

高
井
助
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　

未
得

　
　
　
　
　
　
　
　

勝
田
兵
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　

石
田
仁
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
久
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
野
猪
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
忠
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　

直
長

　
　
　
　
　
　
　
　

正
吉

　
　
　
　
　
　
　
　

綱
廣

　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
正
言

　
　
　

御
軸
金
物　

松
田
次
右
衛
門

　
　
　

御
筥　
　
　

栗
本
太
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　

栗
本
所
左
衛
門

蓋
表
の
書
付
か
ら
、
東
博
本
は
制
作
当
初
か
ら
先
聖
︵
孔
子
︶
像
、
顔
子
像
、
曽

子
像
の
三
幅
対
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
画
中
の
款
記
と
同
様
に
、
勝
田
竹
翁
が

こ
の
三
幅
対
を
描
き
、
奉
納
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

蓋
裏
の
冒
頭
に
は
﹁
萬
治
辛
丑
正
月
壬
申
﹂
と
あ
り
、
東
博
本
が
万
治
四
年
正
月

二
一
日
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
、﹁
御
表
具
﹂
に
は
一
六

名
、﹁
御
軸
金
物
﹂
に
は
一
名
、﹁
御
筥
﹂
に
は
二
名
、
そ
れ
ぞ
れ
人
物
名
が
記
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
の
項
目
は
、
文
字
ど
お
り
表
具
、
軸
頭
の
金
飾
り
、
共
箱
を
意
味
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る11
。

次
に
、
列
記
さ
れ
た
人
物
に
つ
い
て
項
目
ご
と
に
見
て
み
よ
う11
。
ま
ず
、﹁
御
表

具
﹂
筆
頭
の
牧
隆
元
︵
生
没
年
不
詳
︶
は
、
林
羅
山
に
近
侍
し
た
者
で
あ
る
。

隆
元
は
、
羅
山
が
酒
井
忠
勝
の
依
頼
に
よ
り
、
全
八
五
条
を
も
っ
て
神
道
を
解
説

し
た
﹃
神
道
伝
授
抄
﹄︵
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
︶
に
お
け
る
、
林
家
旧
蔵
本
系

統
の
写
本
の
善
本
︵
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
、
神
宮
文
庫
蔵
︶
に
、
寛
文
四
年

︵
一
六
六
四
︶
正
月
付
で
識
語
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、﹁
羅
山
は
本
書
を
忠

勝
に
献
じ
た
が
、
彼
は
原
稿
を
深
く
箱
底
に
蔵
し
、
忠
勝
も
秘
し
た
た
め
、
世
に
こ

れ
を
見
る
者
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
羅
山
に
近
侍
す
る
者
た
ち
が
、
彼
の
留
守
中
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に
密
か
に
少
し
ず
つ
年
月
を
か
け
て
書
写
し
、
つ
い
に
全
て
を
写
し
終
え
た
。
古
今

の
儒
者
の
中
で
羅
山
ほ
ど
博
識
で
記
憶
力
の
優
れ
た
者
は
い
な
い
。
彼
は
神
道
を
崇

敬
し
、
仏
教
を
排
斥
す
べ
き
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
し
か
し
忠
勝
は
仏
教
を
重
ん

じ
、
甚
だ
僧
侶
を
愛
し
た
た
め
に
、
羅
山
は
そ
の
心
に
従
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
書

が
仏
教
の
説
を
交
え
て
い
る
点
は
惜
し
い
も
の
だ
。
こ
れ
が
﹃
神
道
伝
授
抄
﹄
成
立

の
一
部
始
終
で
あ
る
。﹂
と
要
約
で
き
る11
。
こ
の
識
語
に
あ
る
よ
う
に
、
隆
元
が

﹃
神
道
伝
授
抄
﹄
の
成
立
事
情
を
写
本
の
識
語
と
し
て
書
き
加
え
る
立
場
に
あ
っ
た

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

隆
元
の
女
は
、
羅
山
の
弟
子
で
あ
る
深
尾
永
常
︵
一
六
四
〇
︱
一
七
一
五
︶
の
妻

と
な
っ
て
い
る
。
永
常
は
寛
文
六
年
に
家
綱
に
拝
謁
し
、
宝
永
六
年
︵
一
七
〇
九
︶

に
評
定
所
勤
役
儒
者
と
な
っ
て
お
り
、
子
孫
も
代
々
そ
の
職
を
務
め
た11
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
隆
元
は
、
当
時
林
家
の
周
辺
に
あ
り
、
儒
学
に
深
く
関
わ
る
人
物
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
時
点
で
は
、
彼
の
生
没
年
を
知
る
手
が
か
り
を
見
つ
け

ら
れ
て
い
な
い
が
、
当
然
な
が
ら
万
治
四
年
に
は
生
存
し
て
い
た
こ
と
は
明
確
で
あ

る
。二

番
目
の
岡
本
松
軒
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
諸
文
献
史

料
か
ら
名
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
寛
永
九
年
︵
一
六
三

二
︶
六
月
の
台
徳
院
霊
廟
の
造
営
の
際
、
普
請
下
奉
行
と
し
て
﹁
岡
本
作
右
衛
門
尉

高
直
﹂
な
る
人
物
が
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り14
、
あ
る
い
は
そ
の
親
族

で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

三
番
目
の
片
山
源
右
衛
門
は
武
蔵
国
出
身
で
、
代
々
、
江
戸
幕
府
作
事
方
に
勤
め

た
片
山
氏
が
こ
の
名
を
襲
名
し
て
い
る
。
万
治
四
年
当
代
の
源
右
衛
門
は
、
台
徳
院

霊
廟
の
造
営
に
携
わ
る
等
活
躍
し
た
父
・
國
久
の
養
子
で
あ
り
、
同
二
年
よ
り
父
を

継
承
し
た
御
被
官
大
工
︵
御
大
工
頭
の
指
揮
を
受
け
、
工
事
設
計
と
職
人
た
ち
の
監

督
に
あ
た
る
︶・
片
山
久
遠
︵
三
七
郎
、
一
六
二
七
︱
八
九
︶
で
あ
る15
。

四
番
目
の
原
田
小
右
衛
門
で
あ
る
が
、
こ
の
人
物
も
史
料
で
の
同
定
が
叶
わ
な

か
っ
た
。
た
だ
し
、﹃
寛
政
重
修
諸
家
譜
﹄
原
田
氏
の
項
に
、
祖
父
・
正
信
が
竹
翁

の
先
祖
と
同
じ
三
河
国
加
茂
郡
出
身
で
、
祖
父
と
同
様
﹁
小
右
衛
門
﹂
を
名
乗
る
原

田
正
之
︵
生
没
年
不
詳
、
家
綱
在
職
期
︿
一
六
五
一
︱
八
〇
﹀
頃
活
動
か
︶
な
る
人

物
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た11
。
彼
は
国
廻
の
役
︵
幕
府
が
大
名
や
旗
本
の
監
視
と
情
勢

調
査
の
た
め
に
派
遣
し
た
巡
見
使
︶
を
勤
め
た
と
い
う
。
竹
翁
ゆ
か
り
の
人
物
と
し

て
、
こ
の
蓋
裏
に
名
を
連
ね
た
可
能
性
を
示
し
て
お
き
た
い
。

五
番
目
の
長
曽
根
才
市
︵
生
没
年
不
詳
︶
は
、
代
々
、
幕
府
作
事
方
の
鍛
冶
師
が

こ
の
名
を
襲
名
し
て
お
り
、
建
築
金
具
の
制
作
者
と
し
て
従
事
し
た
と
も
い
わ
れ
て

い
る
。
一
方
、
越
前
国
の
刀
工
と
し
て
万
治
期
︵
一
六
五
八
︱
六
一
︶
頃
に
活
動
し

て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る17
。
六
番
目
の
高
井
助
左
衛
門
︵
生
没
年
不
詳
︶
も
ま
た
幕

府
作
事
方
の
世
襲
の
鍛
冶
師
で
あ
り
、
台
徳
院
霊
廟
の
造
営
に
も
携
わ
っ
て
い
る18
。

次
に
、
七
番
目
の
未
得
と
い
う
姓
の
な
い
人
物
は
、
江
戸
前
期
の
俳
人
で
あ
る
石

田
未
得
︵
一
五
八
七
︱
一
六
六
九
︶
で
あ
ろ
う
。
未
得
は
江
戸
に
生
ま
れ
、
俳
人
・

歌
人
と
し
て
著
名
な
松
永
貞
徳
︵
一
五
七
一
︱
一
六
五
三
︶
に
師
事
し
た
。
正
保
期

︵
一
六
四
四
︱
四
八
︶
頃
よ
り
活
躍
し
、
廻
文
俳
諧
や
狂
歌
に
す
ぐ
れ
、
狂
歌
集

﹃
吾
吟
我
集
﹄
等
の
著
作
を
残
し
て
い
る
。
故
あ
っ
て
相
州
に
隠
れ
た
後
、
江
戸
の

神
田
鍋
町
に
住
ん
だ
と
い
う19
。

八
番
目
の
勝
田
兵
左
衛
門
は
、
先
述
の
﹁
由
緒
書
﹂
に
あ
る
、
幕
府
の
御
用
で
経

師
等
を
勤
め
た
竹
翁
の
弟
で
あ
ろ
う11
。
従
来
は
文
献
史
料
に
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る

だ
け
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
蓋
裏
の
記
述
に
よ
り
彼
の
活
動
が
実
証
さ
れ
よ
う
。

九
番
目
の
石
田
仁
兵
衛
、
一
人
を
置
い
て
一
一
番
目
の
伊
野
猪
兵
衛
、
一
二
番
目

の
村
上
忠
兵
衛
は
残
念
な
が
ら
現
時
点
で
不
明
で
あ
る
た
め
、
彼
ら
の
事
績
の
検
証

は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
一
〇
番
目
の
近
藤
久
兵
衛
は
弓
師
で
あ
る11
。

続
い
て
、
姓
の
な
い
人
物
が
三
名
続
く
。
ま
ず
、
二
人
置
い
て
一
五
番
目
の
綱
廣
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は
、
刀
工
の
伊
勢
大
掾
綱
廣
︵
相
州
綱
廣
︶
の
五
代
・
山
村
弥
右
衛
門
︵
一
六
一
六

︱
九
八
︶
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
綱
廣
は
万
治
三
年
五
月
一
九
日
に
伊
勢
大
掾
を
受

領
し
、
延
宝
︵
一
六
七
三
︱
八
一
︶
末
年
頃
に
伊
勢
守
に
転
じ
た
。︽
大
身
槍 

銘
相

州
住
綱
広
︾︵
東
京
国
立
博
物
館
蔵
︶
や
︽
脇
差 

銘
相
州
住
伊
勢
大
掾
源
綱
廣
︾︵
東

京
富
士
美
術
館
蔵
︶
等
の
作
品
が
現
存
し
て
い
る11
。

一
三
番
目
の
直
長
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
綱
廣
と
同
じ
く
刀
工
で
、
室
町
末

期
か
ら
数
代
続
き
、﹁
越
州
直
長
作
﹂
銘
の
あ
る
作
品
等
を
残
す
石
塚
右
衛
門
直
長

︵
生
没
年
不
詳
︶
で
あ
ろ
う
か11
。
一
四
番
目
の
正
吉
も
刀
工
関
係
の
人
物
と
仮
定
す

れ
ば
、
寛
文
期
︵
一
六
六
一
︱
七
三
︶
頃
に
活
動
し
、﹁
武
州
住
正
吉
﹂
銘
の
あ
る

︽
の
し
透
︾︵
岩
手
県
立
博
物
館
蔵
︶
等
を
制
作
し
た
小
田
原
伊
藤
派
の
鍔
工
・
正
吉

︵
生
没
年
不
詳
︶
の
可
能
性
が
あ
る14
。
現
段
階
で
は
、
直
長
、
正
吉
は
名
の
み
で
記

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
刀
工
や
鍔
工
と
比
定
す
る
が
、
彼
ら
の
事
績
に
つ
い
て
も
引
き

続
き
分
析
し
て
い
き
た
い
。

そ
し
て
、﹁
御
表
具
﹂
末
尾
の
山
本
正
言
︵
生
没
年
不
詳
︶
は
張
付
師
︵
紙
、
裂

地
、
糊
を
使
い
表
具
の
仕
事
を
行
う
職
人
︶
で
あ
る15
。
以
上
が
﹁
御
表
具
﹂
の
一
六

名
で
あ
る
。

続
い
て
、﹁
御
軸
金
物
﹂
は
松
田
次
右
衛
門
の
一
名
で
、
恐
ら
く
金
物
師
や
錺
師

等
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
人
物
も
詳
細
不
明
で
あ
る
。
そ
し
て
、﹁
御
筥
﹂

は
両
名
と
も
栗
本
姓
で
あ
る
。
太
郎
右
衛
門
は
幕
府
作
事
方
の
蒔
絵
師
ま
た
は
塗
師

で
あ
り
、
元
禄
二
年
︵
一
六
八
九
︶
の
日
光
東
照
宮
や
延
宝
八
年
の
寛
永
寺
の
家
綱

廟
造
営
等
に
携
わ
っ
て
い
る11
。
所
左
衛
門
も
ま
た
、
蒔
絵
師
や
塗
師
と
し
て
活
躍
し

て
い
る17
。

以
上
が
蓋
裏
に
記
述
さ
れ
た
一
九
名
で
あ
り
、
蓋
表
に
書
付
の
あ
る
竹
翁
と
合
わ

せ
、
総
勢
二
〇
名
で
あ
る
。
二
〇
名
の
う
ち
、
現
時
点
で
確
実
に
そ
の
職
が
判
明
し

て
い
る
の
は
、
御
用
絵
師
︵
画
工
︶
が
一
名
︵
竹
翁
︶、
林
家
に
近
侍
し
た
者
が
一

名
︵
牧
︶、
幕
府
作
事
方
の
御
被
官
大
工
が
一
名
︵
片
山
︶、
幕
府
作
事
方
に
所
属
す

る
者
を
含
む
職
人
が
七
名
︵
長
曽
根
・
高
井
・
勝
田
兵
左
衛
門
・
近
藤
・
山
本
・
栗

本
両
名
︶、
俳
人
が
一
名
︵
未
得
︶、
刀
工
が
一
名
︵
綱
廣
︶
で
あ
る
。
彼
ら
の
多
く

は
、
江
戸
幕
府
に
関
す
る
普
請
や
幕
府
の
御
用
を
勤
め
た
職
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。彼

ら
は
、
東
博
本
の
表
具
、
軸
の
金
飾
り
、
箱
の
制
作
を
し
、
竹
翁
が
描
い
た
こ

の
三
幅
対
を
然
る
べ
き
場
所
へ
と
奉
納
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
経
師
の
勝
田

兵
左
衛
門
、
張
付
師
の
山
本
正
言
は
表
具
、
塗
師
・
蒔
絵
師
の
栗
本
太
郎
右
衛
門
・

所
左
衛
門
は
共
箱
の
漆
塗
り
を
担
当
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
他
の
者
は
職

種
が
異
な
り
、
特
に
牧
隆
元
や
未
得
は
職
人
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
蓋
裏
に

名
を
連
ね
た
人
物
は
、
竹
翁
の
作
品
を
奉
納
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
制
作
費
や
材
料

の
購
入
費
を
工
面
し
、
あ
る
い
は
技
術
を
提
供
し
た
も
の
と
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。さ

ら
に
、
彼
ら
は
こ
の
作
品
の
注
文
主
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
り
、
二
〇
名
同
士

に
お
い
て
も
交
流
が
あ
っ
た
と
窺
え
る
。
ま
た
、
彼
ら
職
人
の
多
く
や
俳
人
・
未
得

は
神
田
を
住
ま
い
と
し
た
た
め
、
地
縁
関
係
に
よ
り
本
図
を
奉
納
し
た
可
能
性
も
あ

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
東
博
本
の
共
箱
の
書
付
は
、
竹
翁
の
制
作
環
境
や
そ
の

活
動
を
め
ぐ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
格
好
の
例
と
見
な
す
こ
と
が

で
き
よ
う
。

次
に
、
東
博
本
の
奉
納
先
を
考
え
て
み
た
い
。
残
念
な
が
ら
、
現
時
点
で
は
万
治

四
年
一
月
二
一
日
に
竹
翁
ら
が
こ
の
︽
孔
子
・
顔
子
・
曽
子
像
︾
を
奉
納
し
た
こ
と

を
示
す
文
献
史
料
を
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
竹
翁
が
幕
府
の
御
用
を
勤

め
て
お
り
、
蓋
裏
の
人
物
の
多
く
が
幕
府
関
係
の
重
要
な
普
請
を
担
当
し
た
職
人
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
本
図
も
ま
た
幕
府
に
深
く
関
わ
る
場
所
に
奉
納
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
特
に
、
竹
翁
は
林
家
と
の
関
わ
り
も
深
く
、﹁
御
表
具
﹂
筆
頭
で
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あ
る
牧
隆
元
が
羅
山
に
近
侍
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
東
博
本
は
、
幕
府
や
林
家
周

辺
に
お
い
て
儒
学
に
傾
倒
す
る
有
力
な
人
物
を
意
識
し
、
隆
元
ら
が
竹
翁
に
制
作
を

依
頼
し
た
も
の
と
想
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
東
博
本
が
制
作
さ
れ
た
万
治
四
年
は
寛
文
元
年
に
改
元
さ
れ
る
こ
と
は
既

に
述
べ
た
が
、
同
年
は
後
の
湯
島
聖
堂
と
な
る
、
上
野
忍
岡
の
地
に
建
て
ら
れ
た
林

家
の
学
問
所
が
改
築
さ
れ
た
年
で
も
あ
る
。
こ
の
改
築
は
、
明
暦
三
年
︵
一
六
五

七
︶
の
江
戸
の
大
火
に
よ
り
焼
失
し
た
先
聖
殿
︵
孔
子
廟
︶
や
林
家
の
住
宅
、
私
塾

を
再
建
す
る
も
の
で
、
竣
工
前
年
の
万
治
三
年
一
二
月
に
幕
府
よ
り
命
じ
ら
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
加
え
て
諸
門
や
修
史
事
業
を
行
う
部
屋
、
書
庫
等
も
完
備

さ
れ
る
と
い
う
大
改
築
で
あ
り
、
幕
府
に
お
い
て
も
学
問
所
の
公
的
な
性
格
を
認
め

る
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

こ
の
大
改
築
は
鵞
峰
の
要
請
に
端
を
発
し
た
が
、
将
軍
家
綱
の
強
い
意
向
が
反
映

さ
れ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
家
綱
は
明
暦
二
年
︵
一
六
五
六
︶
に
羅
山

を
召
し
て
﹃
大
学
﹄
を
講
じ
さ
せ
て
以
来
、
儒
学
を
崇
敬
す
る
よ
う
に
な
り18
、
書
庫

や
江
戸
の
大
火
で
失
わ
れ
た
書
籍
、
購
書
料
等
を
林
家
に
援
助
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、
家
綱
は
学
問
所
の
大
改
築
に
あ
た
り
費
用
五
〇
〇
両
を
与
え
、
老
中
・

稲
葉
正
則
︵
一
六
二
三
︱
九
六
︶
に
命
じ
、
鈴
木
長
常
や
同
じ
大
工
頭
で
あ
る
木
原

義
永
等
に
普
請
を
担
当
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
改
築
さ
れ
た
学
問
所
は
寛
文
元
年
六
月

に
竣
工
し
た19
。

蓋
裏
に
あ
る
万
治
四
年
正
月
と
い
う
年
紀
は
、
寛
文
元
年
の
改
元
直
前
で
あ
る
。

推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
こ
の
時
の
学
問
所
の
普
請
の
一
部
は
、
鈴
木
長
常
以
下
、

蓋
裏
の
職
人
た
ち
が
担
当
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、﹁
御
表
具
﹂
筆

頭
の
牧
隆
元
を
中
心
に
、
同
じ
く
林
家
と
の
関
わ
り
の
深
い
竹
翁
や
蓋
裏
の
人
々
が

学
問
所
の
大
改
築
を
記
念
し
、
林
家
や
家
綱
へ
向
け
て
東
博
本
を
奉
納
し
た
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
。
隆
元
が
羅
山
に
近
侍
し
て
い
た
こ
と
や
、
鈴
木
長
常
の
日
記
に
竹

翁
や
蓋
裏
の
職
人
ら
が
登
場
す
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
推
論
は
裏
付
け
ら
れ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か41
。

竹
翁
が
家
綱
襲
職
祝
賀
の
た
め
に
来
日
し
た
朝
鮮
通
信
使
へ
の
贈
朝
屏
風
を
数
多

く
担
当
し
た
こ
と
や
、
家
綱
が
竹
翁
筆
の
﹁
畫
馬
の
屏
風
﹂
を
所
蔵
し
て
い
た
こ

と
、
家
綱
在
職
期
の
江
戸
城
障
壁
画
制
作
等
、
家
綱
と
竹
翁
と
の
関
係
に
鑑
み
て

も
、
家
綱
が
大
き
く
関
与
し
た
林
家
学
問
所
の
大
改
築
の
際
、
竹
翁
ら
が
東
博
本
を

奉
納
し
た
と
い
う
説
が
提
示
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
東
博
本
︽
孔
子
・
顔
子
・
曽
子
像
︾
の
概
要
を
確
認
し
、
勝
田
竹
翁

の
画
業
に
お
い
て
、
幕
府
の
御
用
、
と
り
わ
け
竹
翁
と
将
軍
家
綱
と
の
絵
画
を
め
ぐ

る
関
わ
り
や
、
竹
翁
が
代
々
儒
官
と
し
て
幕
府
の
学
問
を
司
っ
た
林
家
か
ら
多
く
の

絵
画
制
作
の
依
頼
を
請
け
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
東

博
本
の
共
箱
の
書
付
か
ら
、
林
羅
山
に
近
侍
し
た
牧
隆
元
が
中
心
と
な
り
、
竹
翁
や

学
問
所
の
普
請
を
請
け
負
っ
た
職
人
た
ち
と
力
を
結
集
し
、
同
所
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
記
念
し
て
林
家
や
家
綱
へ
向
け
て
︽
孔
子
・
顔
子
・
曽
子
像
︾
と
い
う
礼
拝
像
を

奉
納
し
た
も
の
と
い
う
推
論
を
提
示
し
た
。

東
博
本
の
奉
納
を
示
す
文
献
史
料
を
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
箱
蓋
裏
に
列

記
さ
れ
た
人
物
に
お
い
て
そ
の
事
績
を
見
い
出
せ
な
い
者
が
数
名
い
る
こ
と
は
誠
に

残
念
で
は
あ
る
が
、
ま
る
で
棟
札
の
よ
う
に
共
箱
に
こ
れ
ほ
ど
ま
で
人
物
名
や
情
報

を
記
す
例
は
他
に
見
当
た
ら
な
い
。
東
博
本
や
こ
の
共
箱
は
、
万
治
四
年
当
時
の
表

絵
師
︵
画
工
︶・
竹
翁
と
、
林
家
周
辺
の
人
物
、
職
人
、
俳
人
ら
と
の
人
間
模
様

や
、
竹
翁
の
制
作
活
動
に
お
け
る
新
た
な
一
側
面
を
伝
え
て
く
れ
る
も
の
と
言
え
よ

う
。
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こ
の
よ
う
に
、
竹
翁
は
江
戸
前
期
の
狩
野
派
に
大
き
く
貢
献
し
た
表
絵
師
で
あ
っ

た
と
判
断
さ
れ
る
が
、
今
後
も
竹
翁
の
画
業
を
追
う
こ
と
の
で
き
る
作
品
や
一
次
史

料
を
収
集
し
、
彼
が
果
た
し
た
役
割
や
、
奥
絵
師
や
他
の
表
絵
師
と
の
関
連
に
お
け

る
具
体
的
な
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
。
ま
た
、
幕
府
周
辺
の
人

物
と
の
関
連
に
お
い
て
、
彼
が
絵
師
の
職
に
就
き
得
た
具
体
的
な
背
景
等
に
つ
い
て

も
検
証
し
、
併
せ
て
江
戸
後
期
に
至
る
ま
で
幕
府
の
御
用
を
勤
め
続
け
た
と
さ
れ
る

勝
田
狩
野
家
の
明
確
な
動
向
に
つ
い
て
も
究
明
し
て
い
き
た
い
。

註
　

１ 　

拙
稿
﹁
勝
田
竹
翁
筆
︽
孔
子
・
顔
子
・
曽
子
像
︾
に
つ
い
て
﹂
守
屋
正
彦
﹃﹁
礼
拝

空
間
に
お
け
る
儒
教
美
術
の
総
合
的
研
究
﹂
科
学
研
究
費
補
助
金　

基
盤
研
究
︵
Ｂ
︶

研
究
成
果
報
告
書
﹄
筑
波
大
学
日
本
美
術
史
研
究
室　

二
〇
一
四
年
三
月　

一
四
三
︱

一
五
八
頁
。

２ 　

無
名
氏
﹁
勝
田
竹
翁
筆　

調
馬
図
﹂﹃
國
華
﹄
第
一
四
四
号　

國
華
社　

一
九
〇
二

年
五
月　

一
九
三
︱
一
九
四
頁
。
続
い
て
、
藤
懸
静
也
﹁
勝
田
竹
翁
筆
山
水
図
﹂﹃
國

華
﹄
第
六
三
〇
号　

一
九
四
三
年
五
月　

一
五
三
︱
一
五
四
頁
、
同
﹁
勝
田
竹
翁
筆
霊

照
女
図
﹂﹃
國
華
﹄
第
六
三
四
号　

一
九
四
三
年
九
月　

二
六
六
頁
、
近
藤
喜
博
﹁
河

越
三
芳
野
天
神
縁
起
﹂﹃
國
華
﹄
第
六
八
五
号　

一
九
四
九
年
四
月　

一
〇
〇
、
一
〇

九
頁
等
で
も
作
品
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。

３ 　

河
野
元
昭
﹁
勝
田
竹
翁
筆　

唐
獅
子
・
牡
丹
図
﹂﹃
國
華
﹄
第
九
二
四
号　

一
九
七

〇
年
七
月　

三
一
︱
三
五
頁
、
同
﹁︽
禽
鳥
図
屏
風
︾
解
説
﹂
平
山
郁
夫
、
小
林
忠
編

著
﹃
秘
蔵
日
本
美
術
大
観　

八　

ケ
ル
ン
東
洋
美
術
館
﹄
講
談
社　

一
九
九
二
年　

二

二
六
︱
二
二
七
頁
、
榊
原
悟
﹃
美
の
架
け
橋
﹄
ぺ
り
か
ん
社　

二
〇
〇
二
年
、
門
脇
む

つ
み
﹁
勝
田
竹
翁
筆
﹁
観
馬
図
屏
風
﹂
に
つ
い
て
︱
徳
川
家
綱
と
の
関
わ
り
か
ら
﹂
佐

藤
康
宏
編
﹃
美
術
史
家
、
大
い
に
笑
う
︱
河
野
元
昭
先
生
の
た
め
の
日
本
美
術
史
論

集
﹄
ブ
リ
ュ
ッ
ケ　

二
〇
〇
六
年　

三
〇
九
︱
三
二
六
頁
。
ほ
か
、
稲
葉
二
柄
﹁
勝
田

陽
渓
と
曽
我
物
語
絵
巻
︱
翻
刻
・
東
京
国
立
博
物
館
蔵
﹃
富
士
牧
狩
﹄
︱
﹂﹃
大
妻
国

文
﹄
第
二
一
号　

大
妻
女
子
大
学
国
文
学
会　

一
九
九
〇
年
三
月　

五
七
︱
八
五
頁
、

宮
腰
直
人
﹁
勝
田
竹
翁
筆
﹃
富
士
牧
狩
﹄
考
：︽
曽
我
物
語
︾
研
究
序
説
﹂﹃
立
教
大
学

日
本
文
学
﹄
第
一
一
一
号　

二
〇
一
四
年
一
月　

九
七
︱
一
〇
六
頁
等
文
学
の
観
点
か

ら
も
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。

４　

前
掲
註
１
。

５ 　

こ
の
ほ
か
、
後
述
す
る
﹃
画
師
姓
名
冠
字
類
抄
﹄︵
国
立
国
会
図
書
館
蔵
︶
や
そ
の

類
本
﹃
画
師
冠
字
類
考
﹄︵
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
︶
の
竹
翁
の
項
に
は
、
画
題
不
明
な

が
ら
款
記
﹁
六
十
八
冬　

竹
翁
圖
之
﹂
と
と
も
に
こ
の
印
章
が
捺
さ
れ
る
作
品
の
存
在

が
示
さ
れ
て
い
る
。 

６ 　
﹃
古
画
備
考
﹄︵
朝
岡
興
禎
﹃
古
画
備
考
﹄
下
巻　

思
文
閣　

一
九
七
〇
年　

一
七
九

一
︱
一
七
九
二
頁
︶
で
は
勝
田
兼
三
郎
、
前
掲
註
２
無
名
氏
﹁
勝
田
竹
翁
筆　

調
馬

図
﹂
一
九
三
頁
で
は
勝
田
五
郎
左
衛
門
に
よ
る
も
の
が
掲
載
さ
れ
る
。
そ
の
内
容
は
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
る
が
若
干
の
異
同
が
あ
り
、
異
本
か
ら
引
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

７ 　

兵
左
衛
門
に
つ
い
て
は
、
江
戸
で
勝
田
兵
左
衛
門
な
る
徳
川
家
の
屏
風
張
付
の
御
用

を
勤
め
る
者
が
い
る
が
、
職
業
を
絵
師
と
し
な
い
こ
と
や
︵﹃
画
事
備
考
﹄
黒
川
真
頼

等
校
訂
﹃
扶
桑
名
画
伝
﹄
五　

哲
学
書
院　

一
八
九
九
年　

六
三
六
頁
︶、﹃
画
事
備

考
﹄
の
記
述
の
と
お
り
、
竹
翁
以
降
の
勝
田
家
は
表
具
師
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う

所
見
が
述
べ
ら
れ
て
き
た
︵
田
島
志
一
﹃
東
洋
美
術
大
観
﹄
第
五
冊　

審
美
書
院　

一

九
〇
八
年　

四
二
五
頁
︶。

８ 　
﹃
画
師
姓
名
冠
字
類
抄
﹄
は
竹
翁
の
存
命
期
よ
り
一
〇
〇
年
以
上
後
に
著
さ
れ
た
二

次
史
料
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
の
い
ず
れ
の
文
献
よ
り
も
竹
翁
に
関
す
る
記
述
が
多

く
、
勝
田
家
に
関
す
る
新
知
見
を
含
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
別
途
翻
刻
を
予
定

し
て
い
る
。
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９ 　

武
田
恒
夫
﹃
狩
野
派
絵
画
史
﹄
吉
川
弘
文
館　

一
九
九
五
年　

三
三
六
頁
、
前
掲
註

３
榊
原
氏
著
書　

一
五
三
︱
一
五
四
、
一
八
一
頁
。

11 　

黒
板
勝
美
編
﹃
徳
川
実
紀
﹄
第
四
篇　

吉
川
弘
文
館　

一
九
九
二
年　

二
九
〇
頁
。

11 　

榊
原
悟
﹃
狩
野
探
幽　

御
用
絵
師
の
肖
像
﹄
臨
川
書
店　

二
〇
一
四
年　

二
三
五
、

二
三
六
頁
。

11　

前
掲
註
11
五
五
九
頁
。

11 　

高
柳
光
寿
、
岡
山
泰
四
、
斎
木
一
馬
編
﹃
寛
政
重
修
諸
家
譜
﹄
第
一
一　

続
群
書
類

従
完
成
会　

一
九
六
六
年　

三
八
三
頁
。

14 　

山
下
善
也
﹁
探
幽
絵
画
に
み
る
叙
情
︱
林
鵞
峰
﹃
富
士
石
記
﹄
を
起
点
に
﹂﹃
美
術

フ
ォ
ー
ラ
ム
11 

特
集 

日
本
美
術
の
叙
情
性
︱
情
趣
の
系
譜
﹄
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
11
刊

行
会　

二
〇
〇
七
年
等
。

15　

前
掲
註
３
河
野
氏
﹁︽
禽
鳥
図
屏
風
︾
解
説
﹂
二
二
七
頁
。

11 　

な
お
、
寛
文
九
年
一
〇
月
に
は
一
二
人
の
僧
や
女
性
を
加
え
、
竹
翁
は
そ
の
肖
像
も

描
い
て
い
る
。
山
本
武
夫
校
訂
﹃
国
史
館
日
録
﹄
第
四　

続
群
書
類
従
完
成
会　

一
九

九
九
年　

七
一
、
七
二
頁
。

17 　
﹃
鵞
峰
林
学
士
詩
集
﹄
巻
第
六
九
︵
国
立
国
会
図
書
館
ほ
か
蔵
︶、﹃
国
史
館
日
録
﹄

寛
文
五
年
︵
一
六
六
五
︶
一
一
月
朔
日
の
条
。
な
お
、
同
日
に
は
、
鵞
峰
が
竹
翁
の

子
・
貞
寛
に
対
し
、
画
事
を
労
う
た
め
に
﹃
三
才
図
会
﹄
一
冊
、﹃
唐
詩
画
譜
﹄
二
冊

を
貸
与
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
︵
前
掲
註
11
一
四
八
頁
︶。

18　

寛
文
一
〇
年
︵
一
六
七
〇
︶
か
ら
宝
永
三
年
︵
一
七
〇
六
︶
ま
で
︵
途
中
欠
落
あ
り
︶。

19 　

・
寛
文
一
〇
年
九
月
二
五
日
の
条
﹁︵
略
︶
一
、
朝
食
、
能
登
守
ニ
て
被
下
、
其
よ

り
大
和
殿
江
御
見
廻
申
、
帰
宅
、
晩
は
陽
渓
方
へ
振
舞
。﹂

　

 　

・
寛
文
一
一
年
正
月
一
〇
日
の
条
﹁
一
、
無
別
条
、
永
竹
・
陽
渓
・
香
庵
江
料
理
出

ス
。﹂

　

 　

・
寛
文
一
一
年
五
月
二
二
日
の
条
﹁︵
略
︶
一
、
晩
ハ
、
陽
渓
方
ヘ
振
廻
参
が
け
ニ
、

鈴
木
八
右
・
新
蔵
殿
・
五
郎
太
江
見
舞
、
夫
よ
り
陽
渓
方
ヘ
参
、
伝
兵
衛
殿
・
左
近
殿

御
出
、
六
ツ
半
時
分
帰
ル
。﹂
鈴
木
棠
三
、
保
田
晴
男
編
﹃
近
世
庶
民
生
活
史
料 

未
刊

日
記
集
成
︿
第
三
巻
﹀
鈴
木
修
理
日
記
︵
一
︶﹄
三
一
書
房　

一
九
九
八
年　

七
、
一

四
、
二
三
頁
。

11 　

現
状
で
は
箱
蓋
裏
に
記
さ
れ
る
﹁
御
軸
金
物
﹂
に
相
当
す
る
軸
飾
り
が
な
く
、
共
箱

の
軸
受
け
も
現
在
の
形
と
は
異
な
る
こ
と
か
ら
、
万
治
四
年
に
制
作
さ
れ
て
以
降
、
軸

頭
が
付
け
替
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
箱
側
面
の
両
側
に
は
紐
留
め
の

金
具
を
打
っ
た
跡
が
残
っ
て
い
る
。

11 　

一
次
史
料
で
あ
る
﹃
鈴
木
修
理
日
記
﹄
を
は
じ
め
、﹃
武
鑑
﹄、﹃
寛
政
重
修
諸
家

譜
﹄、﹃
東
京
市
史
稿
﹄
等
の
関
連
資
料
を
適
宜
参
照
し
た
。

11 　

識
語
は
以
下
の
と
お
り
。﹁
林
道
春
纂
述
此
編
、
以
献
源
君
忠
勝
酒
井
讃
岐
守
、
其

稿
則
深
蔵
箱
底
矣
、
両
人
共
秘
而
無
有
世
視
之
者
也
、
然
道
春
近
侍
之
徒
、
間
窺
其
他

出
、
而
潜
書
一
行
二
行
、
或
一
句
半
章
、
積
月
累
歳
、
終
以
得
為
全
焉
、
頃
年
僕
嘗
聞

本
朝
古
今
之
儒
、
博
学
強
記
、
無
如
於
道
春
者
矣
、
顧
夫
広
才
如
彼
而
豈
有
不
知
於
神

道
之
可
崇
敬
、
釈
氏
之
可
排
斥
者
也
歟
、
蓋
忠
勝
者
、
素
重
仏
教
甚
愛
僧
侶
、
故
順
其

心
而
此
編
猶
雑
浮
屠
氏
之
説
矣
、
朱
紫
混
淆
、
邪
正
不
分
、
僕
甚
惜
之
、
然
無
所
避

焉
、
書
写
如
本
也
、
而
聊
記
所
以
伝
来
之
始
末
、
請
君
正
之
云
、
寛
文
第
四
歳
次
甲
辰

正
月
日　

摂
陽
牧
隆
元
農
叔
謹
書
﹂。
署
名
に
は
﹁
摂
陽
﹂
と
あ
る
た
め
、
隆
元
は
摂

津
国
の
人
で
あ
っ
た
か
。
財
団
法
人
神
道
大
系
編
纂
会
編
、
発
行
﹃
神
道
大
系　

論
説

編
二
十　

藤
原
惺
窩
・
林
羅
山
﹄
一
九
八
八
年　

石
田
一
良
解
題
四
七
頁　

高
橋
美
由

紀
解
題
五
九
頁
、
矢
崎
浩
之
﹁
林
羅
山
﹃
神
道
秘
伝
折
中
俗
解
﹄
小
考
﹂﹃
神
道
宗
教
﹄

第
一
三
三
号　

神
道
宗
教
学
会　

一
九
九
八
年
一
二
月　

六
八
、
六
九
頁
。

11 　
﹃
寛
政
重
修
諸
家
譜
﹄
に
お
け
る
永
常
の
項
で
は
、
妻
は
﹁
藤
堂
和
泉
守
家
臣
牧
隆

元
某
が
女
﹂
と
あ
り
、
三
河
国
岡
崎
藩
の
儒
学
者
・
近
藤
瓶
城
に
よ
る
﹃
儒
職
家
系
﹄

の
永
常
の
項
に
は
、
妻
は
﹁
安
藤
対
馬
守
医
師
牧
隆
元
某
女
﹂
と
あ
る
。
隆
元
は
羅
山

の
近
侍
で
あ
り
な
が
ら
も
藤
堂
和
泉
守
︵
藤
堂
高
次
︿
一
六
〇
二
︱
七
六
﹀
か
︶
の
家

臣
、
あ
る
い
は
安
藤
対
馬
守
︵
安
藤
重
信
︿
一
五
五
七
︱
一
六
二
一
﹀
ま
た
は
重
博
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︿
一
六
四
〇
︱
九
八
﹀︶
の
医
師
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
前
掲
註
11
﹃
寛
政
重
修

諸
家
譜
﹄
第
七　

三
〇
六
頁
、
近
藤
瓶
城
編
﹃
改
定
史
籍
集
覧
﹄
第
一
九
冊　

臨
川
書

店　

一
九
八
四
年　

六
八
、
六
九
頁
。

14 　

霊
廟
の
霊
屋
本
殿
の
床
下
か
ら
発
見
さ
れ
た
石
刻
名
に
よ
る
。
港
区
立
郷
土
資
料
館

編
、
発
行
﹃
増
上
寺
徳
川
家
霊
廟
﹄
二
〇
〇
九
年　

一
六
頁
。

15 　

片
山
源
右
衛
門
は
﹃
鈴
木
修
理
日
記
﹄
に
も
数
多
く
登
場
す
る
。
片
山
氏
は
、
慶
長

一
三
年
︵
一
六
〇
八
︶
本
門
寺
五
重
塔
、
元
和
三
年
︵
一
六
一
七
︶
神
田
明
神
、
元
和

五
年
︵
一
六
一
九
︶
東
照
宮
中
神
庫
等
の
棟
札
に
も
名
前
が
み
え
、
大
工
頭
の
木
原

氏
・
鈴
木
氏
・
中
井
氏
と
と
も
に
江
戸
初
期
か
ら
幕
府
直
営
の
建
築
を
代
々
担
当
し

た
。
前
掲
註
11
﹃
寛
政
重
修
諸
家
譜
﹄
第
二
〇　

二
六
六
、
二
六
七
頁
、
大
河
直
躬

﹁
幕
府
の
建
築
と
作
事
方
﹂﹃
世
界
建
築
全
集
３　

日
本
Ⅲ　

近
世
﹄
平
凡
社　

一
九
五

九
年　

六
七
︱
六
九
頁
、
永
井
康
雄
﹃
近
世
造
営
組
織
と
建
築
技
術
書
の
変
遷
に
関
す

る
研
究
﹄
東
北
大
学
提
出
博
士
論
文　

一
九
九
七
年　

一
六
頁
。

11 　

祖
父
・
正
信
は
、
三
河
国
足
助
城
主
・
鈴
木
重
直
と
領
地
を
争
う
際
、
一
族
の
原
田

種
友
と
と
も
に
家
康
の
家
来
と
な
り
、
そ
の
後
も
加
茂
郡
に
閑
居
し
た
。
前
掲
註
11

﹃
寛
政
重
修
諸
家
譜
﹄
第
二
二　

三
三
八
、
三
三
九
頁
。

17 　

清
水
孝
教
﹃
刀
工
鍔
工
辞
典
﹄
一
九
二
八
年
︵
芳
賀
登
・
杉
本
つ
と
む
・
森
睦
彦
・

阿
津
坂
林
太
郎
・
丸
山
信
・
大
久
保
久
雄
編
﹃
日
本
人
物
情
報
大
系
﹄
第
八
七
巻　

皓

星
社　

二
〇
〇
一
年　

一
四
七
頁
︶。
小
笠
原
信
夫
﹁
新
刀
﹂﹃
日
本
の
美
術
﹄
一
五
五　

至
文
堂　

一
九
七
九
年　

一
三
頁
。
ま
た
、﹃
武
鑑
﹄
天
和
元
年
︵
一
六
八
一
︶
版
、

同
三
年
版
に
は
﹁
銀
町
一
丁
目
御
鍛
冶
や
﹂
と
あ
る
︵
橋
本
博
編
﹃
改
訂
増
補　

大
武

鑑
﹄
名
著
刊
行
会　

一
九
六
五
年　

一
八
一
、
二
〇
八
頁
︶。
こ
の
ほ
か
、
元
禄
一
〇

年
八
月
二
六
日
に
名
を
連
ね
、
肩
書
は
﹁
同
断
︵
御
作
事
支
配
︶
鍛
冶
師
﹂
と
あ
る

︵
東
京
市
役
所
︵
現
東
京
都
公
文
書
館
︶
編
﹃
東
京
市
史
稿
﹄
市
街
篇
第
一
三　

臨
川

書
店　

一
九
九
五
年　

三
六
八
頁
︶。

18 　
﹃
鈴
木
修
理
日
記
﹄
に
も
多
く
登
場
す
る
。
台
徳
院
霊
廟
の
石
刻
名
に
も
﹁
鍛
冶
大

工
﹂
の
項
に
﹁
高
井
助
左
衛
門
尉
吉
次
﹂
と
あ
り
、
そ
の
建
築
に
も
携
わ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
︵
前
掲
註
14
︶。﹃
武
鑑
﹄
宝
永
元
年
︵
元
禄
一
七
年
︿
一
七
〇
四
﹀︶
版
に

は
﹁
御
鍛
冶
師
か
ん
た
か
ぢ
丁
﹂
と
あ
る
︵
前
掲
註
17
﹃
改
訂
増
補　

大
武
鑑
﹄
三
二

六
頁
︶。
長
曽
根
才
市
と
同
様
、﹁
徳
川
綱
誠
其
他
家
鋪
給
賜
﹂
に
名
を
連
ね
、
肩
書
を

﹁
同
断
︵
御
作
事
支
配
︶
鍛
冶
頭
﹂
と
す
る
︵
前
掲
註
17
﹃
東
京
市
史
稿
﹄
市
街
篇
第

一
三　

三
六
七
頁
︶。

19 　

未
得
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
森
川
昭
﹁
江
戸
貞
門
俳
諧
の
研
究
﹂﹃
成
蹊
論
叢
﹄
別

第
一
号　

成
蹊
高
等
学
校　

一
九
六
三
年　

九
三
︱
一
三
七
頁
に
詳
し
い
。
子
で
同
じ

く
俳
人
の
未
琢
は
﹃
鈴
木
修
理
日
記
﹄
に
も
多
く
登
場
す
る
。

11 　
﹃
武
鑑
﹄
天
和
元
年
版
、
同
三
年
版
、
元
禄
四
年
︵
一
六
九
一
︶
版
に
は
、
勝
田
兵

左
衛
門
は
﹁
神
田
ぬ
し
町
同
︵
御
経
師
や
︶﹂
と
あ
る
。
前
掲
註
17
﹃
改
訂
増
補　

大

武
鑑
﹄
一
八
一
、
二
〇
八
、
二
七
五
頁
。

11 　
﹃
武
鑑
﹄
天
和
元
年
版
に
は
﹁
神
田
こ
ん
や
町
御
弓
や
﹂、
同
三
年
版
に
は
﹁
神
田
衣

や
丁
御
弓
や
﹂、
元
禄
四
年
版
に
は
﹁
御
弓
し
﹂
と
あ
る
。
前
掲
註
17
﹃
改
訂
増
補　

大
武
鑑
﹄
一
八
一
、
二
〇
八
、
二
七
五
頁
。

11 　

室
町
時
代
末
期
か
ら
明
治
ま
で
一
五
代
が
同
名
を
襲
名
し
た
。
福
永
酔
剣
﹃
日
本
刀

大
百
科
事
典
﹄
第
三
巻　

雄
山
閣
出
版
株
式
会
社　

一
九
九
三
年　

二
七
一
頁
、
富
田

正
二
﹃
日
本
新
刀
人
名
辞
典
﹄
一
九
四
二
年
︵
前
掲
註
17
﹃
日
本
人
物
情
報
大
系
﹄
第

八
七
巻　

二
一
七
頁
︶。

11　

飯
田
一
雄
﹃
日
本
刀
工　

刀
銘
大
鑑
﹄
淡
交
社　

二
〇
一
六
年　

四
九
〇
頁
。 

14　

岩
手
県
立
博
物
館
編
、
発
行
﹃
鍔
に
見
る
日
本
の
意
匠
﹄
一
九
八
五
年　

一
五
一
頁
。

15 　
﹃
武
鑑
﹄
天
和
元
年
版
、
同
三
年
版
に
は
﹁
通
新
石
丁
御
張
付
や
﹂、
元
禄
四
年
版
に

は
﹁
銀
丁
御
張
付
師
﹂
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
註
17
﹃
改
訂
増
補　

大
武

鑑
﹄
一
八
一
、
二
〇
八
、
二
七
五
頁
。
ま
た
、﹃
鈴
木
修
理
日
記
﹄
に
数
多
く
登
場
す

る
。
な
お
、
同
書
に
は
﹁
小
右
衛
門
﹂、﹁
仁
兵
衛
﹂
な
る
人
物
も
登
場
す
る
が
、
四
番

目
の
﹁
原
田
小
右
衛
門
﹂、
九
番
目
の
﹁
石
田
仁
兵
衛
﹂
と
同
一
人
物
か
は
不
明
で
あ
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る
。

11 　

栗
本
氏
で
ほ
ぼ
同
時
期
に
俗
称
を
太
郎
右
衛
門
と
す
る
者
は
、
栗
本
光
屋
︵
み
つ
い

え
︶
と
茂
利
の
両
名
が
い
る
。
光
屋
は
寛
永
寺
の
徳
川
家
綱
廟
造
営
の
際
、
廟
扉
の
蒔

絵
制
作
に
携
わ
っ
た
。
翌
年
の
家
綱
の
正
室
・
高
巌
院
︵
一
六
四
〇
︱
七
六
︶
の
廟
に

も
、
他
の
職
人
と
と
も
に
蒔
絵
制
作
を
行
っ
た
。
一
方
、
茂
利
は
日
光
東
照
宮
造
営
の

際
、
他
の
職
人
と
と
も
に
蒔
絵
を
制
作
し
た
。
風
俗
絵
巻
図
画
刊
行
会
編
﹃
蒔
絵
師
伝

塗
師
伝
﹄
吉
川
弘
文
館
、
一
九
二
五
年
︵
前
掲
註
17
﹃
日
本
人
物
情
報
大
系
﹄
第
八
七

巻　

六
一
六
、
六
二
〇
頁
︶。
ま
た
、
長
曽
根
才
市
、
高
井
助
左
衛
門
と
同
様
、﹁
徳
川

綱
誠
其
他
家
鋪
給
賜
﹂
に
名
を
連
ね
、
肩
書
を
﹁
同
断
︵
御
作
事
支
配
︶
蒔
絵
師
﹂
と

す
る
︵
前
掲
註
17
﹃
東
京
市
史
稿
﹄
市
街
篇
第
一
三　

三
六
八
頁
︶。　

17　

栗
本
所
左
衛
門
尉
信
政
は
、
台
徳
院
霊
廟
造
営
の
一
部
を
担
当
し
た
。
前
掲
註
14
。

18 　

慶
安
四
年
︵
一
六
五
一
︶
一
一
歳
で
将
軍
と
な
っ
た
家
綱
は
、
生
来
学
問
を
好
む
方

で
は
な
か
っ
た
が
、
補
佐
役
の
保
科
正
之
の
懸
命
な
助
言
の
甲
斐
が
あ
り
、
こ
の
講
義

は
実
現
し
た
と
い
う
。
須
藤
敏
夫
﹃
近
世
日
本
釈
奠
の
研
究
﹄
思
文
閣
出
版　

二
〇
〇

一
年　

一
九
頁
。

19 　

犬
塚
遜
﹃
昌
平
志
﹄
巻
第
二
・
事
実
誌　

明
暦
三
年
の
条
、
万
治
三
年
一
二
月
の
条

︵
同
文
館
編
輯
局
編
﹃
日
本
教
育
文
庫
﹄ 

第
八　

同
文
館　

一
九
一
〇
年　

五
四
、
五
五

頁
︶、﹁
厳
有
院
殿
御
実
紀
﹂
万
治
元
年
三
月
一
三
日
・
同
年
四
月
一
〇
日
の
条
︵
前
掲

註
11
二
六
一
、
二
六
四
頁
︶。

図
版
典
拠

図
１
︱
３
・
11
・
11　

東
京
国
立
博
物
館
提
供
。

図
４
・
５
・
11
・
11　

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
提
供
。

図
６
・
７　

執
筆
者
撮
影
。

図
８
・
９　

早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
提
供
。

︻
付
記
︼
本
論
文
は
、
公
益
財
団
法
人　

出
光
文
化
福
祉
財
団
の
平
成
二
七
年
度
調
査
・

研
究
助
成
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
す
。
作
品
調
査
に
あ
た
り
、
東
京
国
立
博
物
館
、
米

国
・
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
、
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
、
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
特

別
資
料
室
、
細
見
美
術
館
、
天
桂
院
、
個
人
の
ご
所
蔵
家
の
方
々
よ
り
ご
高
配
を
賜
り

ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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No. 作品名 所蔵先 制作年 材質形状 員数 法量（本図のみ） 款記 印章 出典

１

孔子・
顔子・
曽子像

東京国
立博物
館

万治四年
（一六六一）

絹本着色 三幅 各一〇七・五×
四〇・九㎝

中「勝田陽溪竹翁
謹圖寫」
右「奉納先聖先賢
像　竹翁筆」
左「萬治辛丑孟春
壬申　竹翁笔」

各「陽谿圖畫印」
朱文円内方印、
「竹翁」朱文方印

２

曽我物
語絵巻

ボスト
ン美術
館

万治三年
（一六六〇）

紙本着色 二巻 一巻三六・〇×
二〇九六・九㎝ 
二巻三六・〇×
二七二一・五㎝

一巻「萬治庚子孟
秋日　勝田陽溪
圖之」
二巻「萬治庚子初
秋日　勝田陽溪
畫之」

各「翠菴之印」朱
文長方印

『ボストン美術館
日本美術調査図
録　第二次調査』、
ボストン美術館
HPデータベース

３

神農図 東京藝
術大学
大学美
術館

延宝元年
（一六七三）
木庵性瑫
（一六一一
―八四）賛

紙本墨画 一幅 八八・五×
三五・三㎝

「竹翁圖之」 「貞寛」朱文袋形
印

東京藝術大学大
学美術館 HP収蔵
品データベース

４
三芳野
天神縁
起絵巻

三芳野
神社

寛永五年
（一六二八）
か

紙本着色 一巻 三六・〇×
一六五一・〇㎝

なし なし 『小江戸川越江戸
絵画　職人尽絵
と三十六歌仙額』

５

鬼図 早稲田
大学中
央図書
館

江戸時代
（一七世紀）

絹本着色 一幅 四四・三×
五九・五㎝

「竹翁圖」 「竹翁」朱文方印 早稲田大学図書
館 HPデータベー
ス

６
陶淵明
図

天桂院 江戸時代
（一七世紀）

紙本淡彩 一幅 四一・五×
七二・四㎝

「翠奄竹翁」 「竹翁」朱文方印、 
「貞寛」朱文袋形
印

『國華』第一三六
四号

７

宇治川
先陣争
図屏風

東京藝
術大学
大学美
術館

江戸時代
（一七世紀）

紙本金地
着色

六曲
一隻

一七一・〇×
四二六・六㎝

「竹翁筆」 「竹翁圖畫」朱文
方印

東京藝術大学大
学美術館 HP収蔵
品データベース

８
観馬図
屏風

細見美
術館

江戸時代
（一七世紀）

紙本着色 六曲
一双

各一四二・四×
三六五・四㎝

なし 「貞寛」朱文袋形
印

『 細 見 美 術 館
ニュースレター』
一〇

９ 琴棋書
画図

個人蔵 江戸時代
（一七世紀）

絹本着色 双幅 各九三・〇×
三六・〇㎝

各「竹翁筆」 「翠菴之印」朱文
長方印

11 霊照女図
個人蔵 江戸時代

（一七世紀）
絹本墨画
淡彩

一幅 二九・九×
四六・七㎝

「竹翁圖之」 「貞寛」朱文袋形
印

11 霊照女図
個人蔵 江戸時代

（一七世紀）
絹本着色 一幅 三尺一寸三分×

一尺九分
「竹翁圖之」 「翠菴之印」朱文

方印か
『國華』第六三四
号

11

観音図 個人蔵 江戸時代
（一七世紀）

絹本着色 一幅 九〇・〇×
四九・〇㎝

「竹翁謹図寫」 「翠菴之印」朱文
長方印、 
「貞寛」朱文袋形
印

11 白衣観音図
個人蔵 江戸時代

（一七世紀）
絹本墨画
淡彩

一幅 九四・二×
三三・三㎝

「竹翁圖之」 「貞寛」朱文袋形
印

14 虎図 個人蔵 江戸時代
（一七世紀）

絹本着色 一幅 一〇二・〇×
三八・五㎝

「竹翁図之」 「陽谿圖畫印」朱
文円内方印

15
虎図
（維摩・
龍虎図）

東京国
立博物
館

江戸時代
（一七世紀）

絹本墨画 一幅
（三幅）

八三・三×
三二・七㎝

「竹翁圖之」 「竹翁」朱文方印

11 龍図 個人蔵 江戸時代
（一七世紀）

絹本着色 一幅 九九・〇×
五四・〇㎝

「竹翁筆」 「竹翁圖畫」朱文
方印

17 唐獅子・牡丹図
個人蔵 江戸時代

（一七世紀）
絹本着色 三幅 各一四〇・七×

六七・二㎝
中「東濱翠奄竹翁
圖」右左「竹翁筆」

各「竹翁圖画」朱
文方印

『國華』第九二四
号

18
禽鳥図
屏風

ケルン
東洋美
術館

江戸時代
（一七世紀）

紙本着色 六曲
一双

各一六一・二×
三五〇・四㎝

右「竹翁圖」
左「竹翁筆」

各「翠菴之印」朱
文長方印

『秘蔵日本美術大
観　八　ケルン
東洋美術館』

19 枯木ニ鳩図
個人蔵 江戸時代

（一七世紀）
紙本墨画 一幅 九四・五×

二七・五㎝
「竹翁書」 「翠菴之印」朱文

長方印

表　勝田竹翁作品リスト（未定稿）

※ ここでは基本的に執筆者が実見した作品に限定（No.11、17、18、11、15は写真や文献で確認）。
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11
蓮鷺図 東京国

立博物
館

江戸時代
（一七世紀）

紙本墨画 一幅 八五・四×
三三・六㎝

「竹翁筆」 印文不明朱文方
内円印、「學雄」
朱文壺型印

11

梅竹図 ボスト
ン美術
館

江戸時代
（一七世紀）

絹本墨画 双幅 各一二四・五×
四五・六㎝

右「竹翁畫之」 
左「竹翁耄筆」

「陽谿圖畫印」朱
文円内方印

『ボストン美術館
日本美術調査図
録　第二次調査』、
ボストン美術館
HPデータベース

11 梅月図 個人蔵 江戸時代（一七世紀）
紙本墨画 一幅 一一五・〇×

三六・六㎝
「竹翁書」 「翠菴之印」朱文

長方印

11
牡丹図 個人蔵 江戸時代

（一七世紀）
絹本着色 一幅 三二・五×

三三・五㎝
「竹翁筆」 「翠菴之印」朱文

長方印、「貞寛」
朱文袋形印

14
富士・
三保松
原図

個人蔵 江戸時代
（一七世紀）

紙本墨画 三幅 各一一一・四×
四一・八㎝

中「竹翁圖」右
「竹翁笔」左「竹
翁筆」

「竹翁」朱文方印

15 山水図 個人蔵 江戸時代（一七世紀）
絹本墨画 一幅 七寸五分×

一尺一寸七分
「竹翁筆」 「貞寛」朱文袋形

印
『國華』第六三〇
号


